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交 叉 性 睾 丸 転 位 症 の1例
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TRANSVERSE ECTOPIA OF THE TESTIS 

        A CASE REPORT
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   A case of transverse ectopia of the right testis with left inguinal hernia is reported. A 
one-year-oldboy was admitted to our hospital with swelling of the left scrotal contents and 
right undescended testis. At operation, two testes were situated on the left side, one in the 
left scrotum and another in the left inguinal canal. Right transseptal orchiopexy was performed. 

   Including our case, we discovered 73 cases of transverse ectopia of the testis in the Japanese 
litetature. A brief discussion was made about the disease
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は じ め に

交叉性睾丸転位は,睾 丸の先天性位置的異常の中で

も特に稀な疾患である とされている.今 回 われ われ

は,左 鼠径ヘル ニアを合併 した右睾丸転位症の1例 を

経験 したので,若 干の文献的考察を加 えて報告す る,

症 例

患者=Y.M.,1歳2ヵ 月,男 児

初診:1985年7月9日

主訴1左 陰嚢 内容腫脹,右 陰嚢内容欠如

家族歴:母 親が子宮中隔症

既往歴:33週 正常分娩,生 下時体重2,1509

現病歴=1985年 初め頃 より左鼠径ヘル ニアを指摘 さ

れ 当科受診,左 鼠径ヘル ニア,右 停留睾丸の診断にて

1985年8月19日 手術 目的に入院す る.

入院時現症:体 格やや小,栄 養 中等度,胸 腹部に異

常を認めず,左 陰嚢内容は鶏卵 大に腫大 し表面平滑,

軟,腹 腔 内に容易に還納可能で,内 容物 は小腸 と思わ

れた.ま た左睾丸は左陰嚢 内に存在 したが可動性があ

った.

右陰嚢 内容は触知せず,右 鼠径部に も明 らかに睾丸

と思われ る腫瘤 は触知 し得 なか った.

入院時検査成績1検 査RBC444×104/mm3,WBC

6,900/mm3,Hb12.59/dl,Ht34.4%,Plt28.1×Io4

/mm3,検 尿Prot(一),Suq(一),沈 査RBC(一),

WBC1!2hpf.

胸部単純撮影 異常所見な し

排泄性腎孟造影:排 泄は良好で通過障害,奇 形な ど

の異常所見は認めなか った。

以上 よ り左鼠径ヘル ニア。右停留睾丸の診 断のもと

8月20日 手術 を施行 した.

全身麻酔下 にてまず右鼠径部で切開を行 ったが,鼠

径管 は閉 じてお り睾丸,精 索は確認 できなか った,そ

こで左鼠径部斜切開をおき,左 陰嚢内容を脱転 し睾丸

鞘膜を開 くと,右 睾丸は左外鼠径輪 にあた り交叉性転

位 していた(Fig.1),ま たそれぞれ の睾丸 よりの血

管は1本 ずつ存在 していたが,副 睾丸 は1つ に癒合 し

精管 も1本 のみで,左 鼠径 ヘルニアを合併 した右交叉

性睾丸転位症 と診断 された(Fig。2).左 右睾丸 ともに

大きさはやや小,外 見は正常で他に異常所見は認め ら

れなか った・右 睾丸はtransseptalに 右陰嚢 内 に,

左睾丸はそのまま左陰嚢内に固定術 を行い,左 外 鼠径

ヘル ニアに対 して は 根治術 を 行 った .腹 腔内の検索

は,患 者が年少 であ ることか ら手術 侵襲を考えて行わ

なか った.術 後 白血球による性染色体 検 査 を 行 った

が,46XY型 と男性型であった.現 在外来にて経過観

察中である.



京 ・ほか:交 叉性睾丸転位症
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考 察

睾丸転位症は睾丸の先天的位置的異常 の中で も特に

稀で25,000人 に1人 の割合でみ られ,ま た停留睾丸の

約50分 の1の 頻度 といわれ て い る1).Scorerら2)は

睾丸転位を会陰部性,大 腿部性,陰 茎恥骨部性,交 叉

性 の4つ に分類 してお り,欧 米においては会陰部性の

症例が多い2)が,本 邦 では交叉性の症例が最 も多い.

交叉性 睾丸転位症の定義 は"両 側睾丸が1つ の鼠径

管を通 って下降 し,同 側 の陰嚢に存在す る もの"2)と

されているが,本 邦報告例3)では交叉性睾丸が,反 対

側陰嚢内に下降せず,反 対側の腹腔内や,鼠 径管に存

在する症例 も含めている.

本症の成因については,1.睾 丸 下 降 前 に,Wolf
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管 どうしが癒合 し,両 側睾丸が分離 しないままに一側

に下 降する'L)2.MUfler氏 管 よ り形成 され るlig・

latumが 睾丸下降を阻止 し,対 側の睾丸下 降 に 引 っ

張 られる5)3.睾 丸導体の萎縮,拘 縮6)な どの説が

あるが未だ定説をみない.

本邦における交叉性睾丸転位症例については,瀬 口

ら7)が67例 を集計 しているが,わ れわれは以後の6例

を含め73例 について検討を行 った(Table1),そ の内

訳は,患 側(睾 丸欠如側)に つい て は 左32例,右20

例,不 明1例 と右がやや多 く,発 見年齢は3ヵ 月か ら

70歳 まで平均17.4歳 である.合 併症 は鼠径ヘルニアが

42例 で最 も多 く,次 いで女性性羅残存38例,睾 丸腫瘍

10例,陰 嚢水腫9例,尿 道下裂3例 の順で,そ の他副

睾丸結核,発 育遅延,重 複腎孟尿管,睾 丸性女性化症

候群,心 奇形,後 下大静脈 尿管が報告 されている,

治療方法については,睾 丸固定術35例,除 睾 術25

例,無 処置7例,記 載な し5例 であったが,主 な治療

法 として停 留睾丸 と同様の観点から睾丸固定術が最 も

施行されている.そ の方法 としては,1.睾 丸隔膜を

通す方法2。 腹直筋鞘 と皮下の間を通す方法3.

腹直筋下を通す方法4.膀 胱後部を通す方法などが

症例 に応 じて用い られているが,手 術侵襲を考えわれ

われ は経睾丸隔膜法にて右睾丸固定術を行 った.

ま と め

1)右 交叉性睾丸転位に,左 鼠径ヘル ニアを合併 した

1歳2ヵ 月の症例を報告 した.

2)本 邦における交叉性睾丸転位症73例 を集計 し,文

献的考察を行 った.

本論文の要旨は,第113回 日本泌尿器科学会関西地方会に

て報告 した.
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